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【経常収支比率】
  令和５年度の経常収支比率は105.39で、前年度より0.99ポイント下降し、類似団
体平均を2.1ポイント下回っている。
  今後、人口減少等により給水収益の減収が見込まれる中、多額の費用を要する老
朽化施設への対応など厳しい経営環境が見込まれるが、経常収支比率のさらなる向
上を目指し、引き続き各業務の見直しを行い、経費の節減に努める。
【累積欠損金比率】
　本市では、平成28年度以前より累積欠損金は発生しておらず、累積欠損金比率は
0.00となっている。
  今後、多額の費用を要する老朽化施設の更新等により、減価償却費や支払利息の
増加による利益剰余金の減少が見込まれるが、引き続き欠損金を発生させることの
ないよう健全経営に努める。
【流動比率】
　令和５年度の流動比率は148.55で、前年度より29.72ポイント低下し、類似団体
平均より181.15ポイント下回っているものの、短期的な債務を賄える支払能力が十
分にある状況であるといえる。
  今後、多額の費用を要する老朽化施設の更新等により流動負債が増加し、流動比
率は減少傾向で推移することが見込まれるが、引き続き健全経営に努める。
【企業債残高対給水収益比率】
　令和５年度の企業債残高対給水収益比率は、建設改良事業の実施による企業債の
発行に伴い、前年度より90.38ポイント上昇し、類似団体平均より402.68ポイント
上回っている。
  今後、多額の費用を要する老朽化施設の更新等の実施により企業債の更なる発行
が見込まれており、給水収益の確保が課題となっている。
【料金回収率】
　令和５年度の料金回収率は、経費節減に努めた結果、前年度より0.56ポイント下
降となったが、類似団体平均を7.83ポイント上回っており、引き続き健全経営に努
める。
【給水原価】
　令和５年度の給水原価は、前年度より1.1ポイント上昇となったが、類似団体平
均を20.73ポイント下回っている。
  今後、多額の費用を要する老朽化施設の更新等により、減価償却費や支払利息の
増加による給水原価の増加が見込まれるが、引き続き健全経営に努める。
【施設利用率】
　令和５年度の施設利用率は、配水量の減少に伴い、前年度より1.12ポイント低下
したものの、類似団体平均を4.05ポイント上回っている。
  今後は、人口減少の進行や節水機器のさらなる普及等により、施設利用率の低下
が見込まれており、施設の整備・更新の際には、当該指標も十分に考慮に入れ、検
討を行う必要がある。
【有収率】
　令和５年度の有収率は、前年度より0.19ポイント上昇したものの、類似団体平均
を8.76ポイント下回っている。
　今後も引き続き、管路の漏水調査を行うとともに、必要な管路の修繕・更新等を
計画的に行い、有収率の向上に努める。

2. 老朽化の状況について

【有形固定資産減価償却率】
　有形固定資産減価償却率は、近年、類似団体平均より低い水準で
推移しているが、平成29年度以降増加しており、本市の水道施設の
老朽化が年々進行していることを示している。
  今後も引き続き、水道施設再構築計画に基づき、必要な老朽化施
設の計画的な整備に取り組んでいく予定である。
【管路経年化率】
　令和5年度の管路経年化率は、前年度より1.17ポイント上昇し、類
似団体平均を15.43ポイント上回っている。これは昭和50年代に布設
した管路が法定耐用年数を迎えたためで、今後も増加傾向にある。
  今後も引き続き、漏水調査を行うとともに、緊急性の高い老朽管
路から順次、計画的に更新を行っていく予定である。
【管路更新率】
　令和5年度の管路更新率は、前年度より0.01ポイント上昇している
ものの、類似団体平均を0.05ポイント下回っており、法定耐用年数
の40年を超えているか又は間近に迫っている管路が増加傾向にある
中、必要な管路から計画的に更新を行っていく必要がある。
  今後も引き続き、漏水調査を行うとともに、緊急性の高い老朽管
路から順次、計画的に更新を行っていく予定である。2. 老朽化の状況
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  昨今の人口の減少や節水型機器の普及などによ
り、今後、給水収益は減少することが見込まれてい
るが、一方では、多額の費用を要する導水管更新事
業や浄水場等の老朽化への対応が求められるなど、
水道事業を取り巻く経営環境はますます厳しさを増
している。
  このような中、令和６年４月1日から料金を改定
し、増収を図るとともに、さらなる事業の見直し・
効率化による経費の節減に取り組むことにより、経
営基盤の強化を図っていく。

855.37 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 50.09 98.49 2,853 46,250

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
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当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

47,158 101.06 466.63 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
和歌山県　海南市
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平均値 0.54 0.57 0.52 0.48 0.48
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】


